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到
到
副
ヨ

０

伸
】、
弗
二
之

怠
一。

ス
　

　

ず

録シ　
報
レバ　

試
れキテ　
０
迅
イ
途
寸

問

一　
傍
線
部
側
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
選
び
、

記
号
で
答
え
よ
。

イ
　
手
紙
を
送
る
　
　
　
　
日
　
書
道
を
学
ぶ
　
　
　
　
ハ
　
書
物
を
買
う

〓一　
書
画
を
求
め
る
　
　
　
ホ
　
読
書
を
好
む

問
工
　
傍
線
部
０
を
平
仮
名
ば
か
り
で
書
き
下
し
文
に
せ
よ
。

間
三
　
傍
線
部
０
の

「送
レ之
」
と
は
、

何
を
ど
う
し
た
と
い
う
の
か
。

具
体
的
に
述
べ
よ
。

問
四
　
傍
線
部
０
を
日
語
に
訳
せ
。

余
　
幼

以

　

観
・。

シ　
　
かぞ
ヘテ

録
、

計
レ

次
の
文
章
を
読
ん
で
、

後
の
問
い
に
答
え
よ
。

（追
手
門
学
院
大
・
文
）

旺

チ
蔵
我

義
。

家

条
半

無
シ

ニ
従

ッテ

側
幹

計

仮
刊
借
ァ　

子
　
蔵
　
圭
日　
之
　
家
一、
手
ァ　

自ラ
　
筆

テ
　
　
　
か

ヘ
ス

以
　
還
。

大ィ
ェ

寒
ク浮

就

水

堅ク
、

手

指

日ヲ 毎E 時ョ
リ

夢天

あ

ヘ
テ

不
二
敢

余ェ。
。
斜

こ

エ
　
　
　
ア

逮
ワ
約
。

す

こ

シ

モ

補よ

リ

テ

因

観|ル以テ
二 1ブ レ

群 是
;

責ヲ人唇
・
解
説
↓
別
冊
１７６
ぺ
‐
ジ

多
　
以
レ
書
　
仮
レ

ル
　
　
　
　
ノ
　
　
　
ヲ

（宋
沫

「送
二東
陽
馬
生
一序
し

得
三
偏
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ニ  ハ

次
の
文
章
を
読
ん
で
、

後
の
問
い
に
答
え
よ
。

（清
泉
女
子
大
）

ユ

一

恐
　
　
也
。

惑

　

而

，
レ
テ
　
　
　
　
　
　
ガ

丁一　
　
立丁
　　
五
日

:  惑 : 伊

ク

 1 )

央  ト
ン
解ク

算予噴
L姦

きぜ

前 :否 そ 11)竺

ズ

里U ニブ兵人1 有リ

其ノ併ハ)H絲
;昇ク

師二生1間;

道ヲ其ノ而
1者 は

轡営量
舟
智1軒畳

;惑ヒ之1以景

伝ヘ

子 終]執身道ヲ

傍
線
部
０

「学
者
」
の
意
味
は
次
の
ど
れ
が
正
し
い
か
。

記
号
で
答
え
よ
。

学
問
　
　
　
　
回
　
学
問
の
あ
る
者
　
　
　
ハ
　
学
問
に
志
す
者
　
　
　
一一　
学
問
を
教
え
る
者

傍
線
部
０

「人
非
生
而
知
之
者
」
の
読
み
方
は
次
の
ど
れ
が
正
し
い
か
。

記
号
で
答
え
よ
。

人
に
あ
ら
ず
し
て
生
ま
れ
て
之
を
知
る
は

人
に
あ
ら
ざ
れ
ば
生
ま
れ
て
之
を
知
る
者
は

人
生
ま
る
る
に
あ
ら
ず
ん
ば
之
を
知
ら
ず

人
生
ま
れ
て
之
を
知
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば

ホ
　
人
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
之
を
知
る
者
に
あ
ら
ず

間
三
　
傍
線
部
０

「庸
知
其
年
之
先
後
生
於
吾
子
」
を
現
代
語
に
訳
せ
。

翁
先
後
生
」
は
、

先
に
生
ま
れ
た
か
後
に
生
ま
れ
た
か
と
い
う
こ
と
。

）

者
。

也
ナ
ラ
バ

先
二

解
答

・
解
説
じ
別
冊
１７７
ぺ
‐
ジ

乳

吾

従
ッ
テ

而

師
卜

内
ン

あ
。

生
マ刊

子

吾
ガ

後
二

・
其

ノ

聞
タ

レ
じ

也

、

亦
夕

　

先
ナ

イ

子

　

工
弱

五
日
　

従
ッ
テ

　

而

　

師
卜

中
ン

あ

。

吾
′、

　

師
卜

【
ル

し

也
。

北

。
囃

∬

学

主‐
，寸

封
封

「

封

訓

矧

生‐
ナ
レ

対

五
十

評

珂

『文
章
規
範
』
巻
五
、

韓
文
公

「師
説
し
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焔静

太

億

在り
謀

ロニ
屯

責

求
二
女

婿
一。
丞

相

語
二

意

選
レ
之
。

」
門

生

帰
、

白
レ

皆

可
レ
嘉
、

聞
二
来

　

寛
フ
婿
、

次
の
文
章
を
読
ん
で
、

後
の
問
い
に
答
え
よ
。

（学
習
院
大
・
文
）

と録

門

生

一
与

二
王

す信
一、
「君
　
往
二

日
、

「
王
　
家

ｂ
　

　

ｏ

成密
郁二稲ノ

L 市   *El少桔ニ

唯ダ諸 東

一 亦夕伊学相

与フ云フ郎

捨亮
| |

使
Vヽ

問

一　
傍
線
部
ａ

「遣
二門
生
一与
二王
丞
相
書
・求
二女
婿
Ｌ

を
、

例
に
な
ら
っ
て
、

読
み
下
し
文
に
せ
よ
。

歴
史
的
仮
名
遣
い
で
も
現
代
仮
名
遣
い
で

も
よ
い
が
、

仮
名
は
平
仮
名
を
用
い
る
こ
と
。

　

（例
）
稲
太
億
在
二京
口
・―
↓
稲
太
億
京
口
に
在
り

間
二
　
傍
線
部
ｃ

「如
不
聞
」
と
字
を
入
れ
番
え
た

「不
如
聞
」
と
で
は
、

読
み
方
が
異
な
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
読
み
方
を
、

す
べ
て
平
仮
名
で
記
せ
。

ｃ

如

不

聞

　

　

　

ｃ

不

如

聞

問
三
　
傍
線
部
ｄ

「
乃
」
の
読
み
方
を
平
仮
名
で
記
せ
。

歴
史
的
仮
名
遣
い
で
も
現
代
仮
名
遣
い
で
も
よ
い
。

問
四
　
傍
線
部
ｂ

「自
誇
持
」
の
意
味
と
し
て
、

最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
イ
～
二
の
中
か
ら
選
ん
で
、

記
号
で
答
え
よ
。

イ
　
自
分
の
た
の
む
と
こ
ろ
が
あ
る
。
　
　
　
日
　
自
然
に
恥
ず
か
し
そ
う
に
す
る
。

ハ
　
意
識
し
て
取
り
す
ま
し
て
い
る
。

　
　
　
二
　
何
と
な
く
人
を
見
く
だ
す
態
度
を
と
る
。

問
五
　
こ
の
文
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
述
べ
て
い
る
か
。

最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
イ
～
ホ
の
中
か
ら
選
ん
で
、

記
号
で
答
え
よ
。

イ
　
兄
弟
の
中
で
、

悠
然
と
し
て
動
じ
な
い
男
が
、

婿
に
選
ば
れ
た
。

日
　
娘
は
、

床
の
上
で
淋
し
そ
う
に
し
て
い
た
男
と
結
婚
し
た
。

ハ
　
王
家
の
婿
に
は
、
と
く
に
高
い
プ
ラ
イ
ド
が
必
要
で
あ
る
。

〓一　
東
側
の
床
に
寝
て
い
る
青
年
が
将
来
婿
に
な
る
と
、

娘
が
予
言
さ
れ
た
と
お
り
に
な
っ
た
。

ホ
　
一
人
が
、

婿
選
び
の
使
い
の
男
に
気
に
入
ら
れ
て
、
う
ま
く
婿
と
な
っ
た
。

丞
廂
〕、

郎
、

有
ニ

在
ニ

「
正

此レ東

解
答

・
解
説
０
別
冊
１７８
ぺ
‐
ジ

坦
　
腹

シ
テ

　
臥

シ
、

ｃ
瑚
「
対
判
調
卿
」
稲
　
公

好
シＦ

訪
へ小

持

ｄ
川

是
ン

＊
逸

翁
世
説
新
語
し

逸
少
＝
王
義
之
。

東
晋
の
人
。

書
家
と
し
て
名
高
い
。

妹ノ

上 ニ

犯炉ナ
。リ

因ッ
テ

嫁 シ
レ テ

女ヲ
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窯

繋

四

　

次

の

文

章

を

読

ん

で

、

＊
司

徒

北

平

王

者
】。
錦

一
‐

死
ス

焉
。

有
り

耳

子
一
飲

ム
ニ
於

死

母
二

・。

死セット
英

ノ　
』

ヨト
＊
い
　
晦
」り

ｂ
其‐

ノ‐
引

痕
二

払
理

其
ノ

聞
ク中

ぁ
。

起チ
テ

而

若
ク

”
聴ク
レガ
ぁ
、

走リ
テ

而

若
ク

【
救

フ”

ｃ
計

斗

置
タ

ニ
子

其
ノ

窮

一一
汁

牛

昨

幼

反リ
テ

解
答

・
解
説
↓
別
冊
１７９
ぺ
‐
ジ

人
　
畜
　
也
。

為
〕
』
キ

ル
於
　
仁
　
義

ヲ
・
者

ェ
上
也
。

其‐
レ＝

廊
守
刺
判
詰
町

離

卦

子‐

剖

北

平

王
′、

堰
投

ん

以
テ

”
鳥
、

伐
ッ

【
発

以
テ

↓

ろ
、

軽
ヽ

錠
拘
↓

陰
　
防
・、
以

テ
　
得

タ
コ
其

′
　
餃
↓

キ
ァ

　

（「韓
昌
黎
文
集
し

ネ
司
徒
北
平
王
＝
中
唐
の
宰
相
馬
姥
（ば
す
い
。

七
二
六
～
七
九
五
）。
　
け
り

Ｈ
擬
声
語
、

猫
の
泣
き
声
。

牛

計

計

計

勢

囀
鬼

剰

之
‐

口
‐

恥
ド

判

也
。

考

猫′、

問 問 問 問 問
五 四 三 二 一

後
の
問
い
に
答
え
よ
。

（東
一示
大
）

疑
、

猫ノ
　
有り
二
生
ム

中卜
ろ

「其

一
」
と
い
う
語
が
、

傍
線
部
ａ
・
ｂ

・
ｃ
の
二
箇
所
あ
る
が
、

そ
れ
ぞ
れ
何
を
さ
し
て
い
る
か
。

傍
線
部

「
又
往
如
レ之
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

具
体
的
に
説
明
せ
よ
。

傍
線
部

「乳
レ之
若
二其
子
一然
」
を
、

平
易
な
現
代
語
に
訳
せ
。

傍
線
部

「異
之
大
者
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

簡
潔
に
説
明
せ
よ
。

傍
線
部

「英
感
二於
所
レ畜
者
】子
哉
」
を
、

平
易
な
現
代
語
に
訳
せ
。

同
レ
　

日

母
　
且
レ

し

テ

ニ
　
　
　
　
シ

子
一、
若
レ

タ
　

　

ふ
く
ミ
テ

之
。

衛
ニ

而
　
刻
引
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萌
れ

た
て

　
次

の
文

章

を

読

ん

で
、

後

の
問

い
に
答

え

よ
。

（設

間

の
都

合

で
送

り

仮

名

を

省

い
た

と

こ
ろ

が
あ

る
。

）

（九
州

ぶ
時
答

・
解

説

↓
別

冊

１８０

ペ
ー

ジ

仁
　
と不
　
在
二　
東
　
宮
一、　
＊
魯
　
公
　
と不
　
道
　
角
二
　
米
論
　
徳
一。　
　
去
。

其
ノ

　
居
　
在リ
ニ
宋
　
し
　
外

二
・ヽ
俗

二
　
言胃

フ
エ
浴
　
堂
　
巷

卜
一。
有

り
考
　

＊
酒
　
　
　
〕県
　
を不
　
モｅサ

剰
　
問

フ
エ
使
　
者

二
一。。
到
「　
女ロク
一
公

ノ
　
鞠
一。
〕具
　
と不
　
問

ヒ
テ

戦

在
ル

ニ
其

ノ

肌
・ヽ
腕
二
仁

和

酒卜
一、
有

リ
レ
名
二
於

一ふ

師
二

≡。
公

　

日
′、レ

何
ノ

故
ェ
。

利

入
ル

封
酒

桑
一。
公

謝
シ
テ

日
′、レ

臣ガ

家

銀
）
シ
テ

ｔａ＞
制

‐
倒

易
へ”

鵬

ω
留

砕

飲
ム

ニ
於

其
ノ

中
二

・。
　

　

　

　

無
シ

ニ
器き

賦
一。
酒

転

百

物

具

備
シ
、

ゴ

劉

剰

圏

即
側

劇

ゴ

ロ

‐

ご

県

宗

急
二

召
シ

レ
毎
品

判

封

洲

司

使

者

　

対

有
リ

ニ
郷

里
ノ

親

客

自リ
レ
遠

キ

宋
タ

コ
呉
【
之

卜

飲
ム。

鵜
も

臣

乃
【
隆

而

公

不
レ
在

ラ
ｏ
側

瑠

潮

ヽ
乃チ

自リ
ニ
仁

和

騨

中
一

既
二

易
ヘ

レ
降
、

市

人
モ

亦
夕

無
シ

「
識

ル
レ
臣

ヲ

者
菖

宗

笑
ヒ
テ

日
′、レ

条
テ

品
ｆ

中

使

灘
ヵ
二

先ヅ

入リ
テ

醍
啄

乃チ

血
ヂ

公

約
シ
テ

日
′、レ

　

欧

馳

一
宮

臣
瑞

引

到

＊
‐

側

剰

刻

封

然
レ増

自リ
レ
此

上
　
若

シ　
』
革

公ノ　
宋

ル
コト

遅キ↓
。

割
刊
剥
判
柄
判

古‐
副

！ヽ，
―

州
―

期
Ｆ
幸
ェ

先ヅ
　
　
奇

卜
”
毎
、

以テ　
晟
三
忠
　
最

シテ
可

シ「
大ィ

】】
用フ
一。　
　
（欧
陽
脩

「踊
田
録
し

見
レ

中
教

へ。
。

範
恥
卦
牛
ヰ

じ
部
利

】
―

吐

一。
ロフ　

公
　
回
′、レ

但ダ
　
以

テ
レ
島
　
告ゲ
。ョ
ト

中
　
　
　
　
＊
魯
公
宗
道
＝
字
は
貫
夫
、

宮
は
参
知
政
事

（副
宰
相
）
に
至
る
。

北
来
の
真

宗

（第
二
代
皇
帝
）
と
仁
宗

（第
四
代
皇
帝
）
と
に
つ
か
え
た
。

　

論
徳
＝

使
　
日
′、レ
的

劇
判

日‐‐
‐

判
＝
劉
「
綱
州
封
岬

公
　
日
′、ヮ

撫
っ
め
ヽ

人
　
之
　
常
　
　
　
　
　
束
≡
の
侍
従
官
。

　

酒
津
＝
酒
家
。

　

中
使
門
お
も
て
む
き
で
な
い
天
子
の

罪
　
也卜
。

中
　
使
　
嵯
　
歎

シテ
　
而
　
　
　
　
　
使
者
。

　
御
史
＝
監
察
官
。

情
。

欺
中
乱

臣

子

之

大

傍
線
部
＜ａ＞

・
働

。
＜ｃ＞

・
０
の
意
味
を
簡
単
に
記
せ
。

傍
線
部
０

・
０
を
書
き
下
し
文
に
改
め
よ
。

傍
線
部
０

。
ω
を
解
釈
せ
よ
。

傍
線
部
０
は
誰
が
ど
う
す
る
こ
と
を
の
ぞ
ん
だ
の
か
、

分
か
り
や
す
く
説
明
せ
よ
。

傍
線
部
０

・
０

・
働

・
い
の
読
み
方
を
送
り
仮
名
も
含
め
て
全
部
平
仮
名
で
記
せ
。

傍
線
部
０
の
解
釈
と
し
て
、

最
も
適
当
な
も
の
を
次
か
ら
選
び
、

記
号
で
答
え
よ
。

客
は
そ
こ
に
到
着
す
る
と
、

す
ぐ
に
自
分
の
家
に
帰
り
た
い
と
思
う
。

客
は
そ
こ
に
到
着
す
る
と
、
自
分
の
家
に
帰
っ
た
よ
う
に
思
う
。

問 問 問 問 問 問
ロ イ 六 五 四 三 二 一

ト
シ
　
　
ヲ
　
　
　
テ
　
　
　
ス
　
　
　
　
　
　
　
】一
シ
テ
　
　
シ
ト
　
　
イ

エ
　

　

フ
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ハ
　
客
は
そ
こ
に
到
着
す
る
と
、

三
度
と
自
分
の
家
に
帰
り
た
い
と
は
思
わ
な
い
。

】一　
客
は
そ
こ
に
到
着
す
る
と
、
自
分
の
家
に
帰
っ
た
よ
う
に
は
思
わ
な
い
。

問
七
　
作
者
の
欧
陽
脩
は
唐
宋
八
大
家
の
一
人
で
あ
る
。

他
の
七
人
の
う
ち
唐
代
と
宋
代
と
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
二
人
ず
つ
を
選
び
、

記
せ
。

問
八
　
本
文
の
要
旨
を
四
十
年
以
内
で
記
せ
。

（句
読
点
も

一
字
に
数
え
る
。）

そ
の
姓
名
を
漢
字
で



〕都合
上
、　

一
部
訓
点
を
省
い
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

曇
部
改
変
）
（東
北
大
）

解
答

・
解
説
↓
別
冊
１８２
ぺ
‐
ジ

雲

花

寺
ェ

有
リ

エ
聖

重

殿

・、
長

安

中

言胃
フ

エ
あ

七

聖

　

勿
ヵ

”
理
）

ョ

五
ト

ロ

之

島

一、
亦

夕

不
レ
娩
レ
賜

フ
ゥ
毎
仲

到

以
テ

レ
畏

ル
コ

ヲ

動

一。
初

メ

殿

宇

既
ェ

製
セ
〕
レ

寺

僧

求
ム

ニ
茎

島

一。
推

レ
命ゼ
一

卜
　

風

日
ノ

＊
働

雲

ス
タ

也
。
働

卦

以‐
テ可

就
坪
矧

掛

Ⅳ

坪

酔

施
シ

レ
ぁ
　
れ
一

ョ夢

儀
ヽ

配
一

ル
ニ

其
ノ

　
侮

一、
不
レ
合

′、
二
寺
　
衝
　
所

ェ
ラ
酬

ュゥ
　

崩
刊
醐

―
州

一。
不

レ小
鵜
、

貝Ｕ
チ

　
不

ラ
々
縁

レ
働

施‐
ス寸

甘
‐

■
淵
守

熱
ご

借

亦
夕

土見ェ　
去

ル
。

後

敷
　
日
′、レ

有
り

丁

一　
少

年

一
説
卯
寺

二　
束

タ
リ

謁
シ
テ

　

侮
二
其

ノ
　
重
野

自
リ

レ
是
　
馬
　
一ハ
　
日
、

＊
関

ト
シ
テ

無
シ

レ
有

ル
レ
聞

ョ。ェル
マ

借

日
′、レ

「
某

′、　
善

ク
【

ル
記
　
者
　
也
。

今
　
聞

ク
ニ
陀
　
寺
　
権
ラ
命ゼ
一

卜

重
　
　
相

ヒ
　
主
叩

テ
　
日
′、レ

「
此
　
必ズ

ャ
　
』

多

也
。

営
ェ

レ
不

ル
レ
宜

シ
ゥ
果

タ
キ
其

ノ
　
約

ヲ
ご

ル
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ト
　
　
　
　
　
　
カ
ラ

エ
ェ

・、
某
　
不
・ち一口
刊

札
キ
其

ノ　
侮

一、
願

フ
レ
縄
”

ン
コう

」
ｏ

可
ナ
ル

子
卜

ご

寺

　

込
　
相

ヒ
　
典

ェ　
甥
）
其

ノ
　
義
一。
戸
　
既

ェ　
啓

ヵ
ル
字

有
り

↓
七
　

＊
鵠
・
蹴

借

欲
ス

契

先ヅ

馳

可

其
ノ

録
一、
少

年

臥
ギ

某
ノ

兄

弟

凡
ッ

　

蹴
ト
ン

望
ミ

憂

飛ビ

去
ル
。

英
′

殿

中
ノ

繰

給
、

偽
シ
テ

在
リ

二
四

隅
一、

七

人
、
＜ａ＞

封

ヒ

ん

剰

習

日

剰

司

剰

封

封

関

　

悔

西

ゎ

壁
ノ
ミ

未ダ
ニ
轟

ハ

軌
ャ
焉
。

後

重

工

来
タ
リ
テ

見
テ

レ

コ

借

以
テ

篤
レ
妄

卜
、

椛

難ズ
レ
之

ヲ
。

少

年

日
′、ギ

某

既
ェ

不
レ
　

ぁ
、

大ィ
ェ

驚
キ
．ァ

日
夕、ゴ

県

碑

妙

之

筆

也
卜

。
名

刺

剰

封

納
レ

ニ
師
　
之
　
侮
一、
ぁ

モ
働

不‐
レ中

乱
非
淵
叫

立
‐

計

推
　
命ズ
”

モ
＊
助
）
其

ノ　
　
刺
引
網
円
劃
引
潮
剰
掛
剣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（張
読

ヨ
日室
士心
じ

単

残

島
レ
曜

シ
ポ

等

僧

螺

排

酎

紆

墨

許
ス

レ

　

鍔

抑
対
地
意 「が

耀

藤

強

意
雅

ぱ

韓
は

「 ｔま
，新

対
説

ぁ
。

後

一

日
、

七

人

果
タ
シ
テ

至
ル
。

各

勢

十
彩

梅

一、
格

ェ
レ
入

ラ
一

ト

「
ぬ
り
こ
め
る
」
意
。

　

関
＝
音
は

「け
き
」、
ひ
っ
そ
り
と
し
て
静
か
な
様

殿
　
宇

二
一

且
ッ

　
晟
ャ

儲
　
れ

一　
日

′、フ

「
衛

レ
此
　
去

ル
コト

　
七
　

日
、

院
デ

　
　
　
　
　
子
。

　

鵠
Ｈ

「鳩
」
に
同
じ
。

問問

一

傍
線
部
岡

・
側
の
訓
み
方
を
、

送
り
仮
名
も
含
め
て
記
せ
。

現
代
仮
名
遣
い
で
よ
い
。

傍
線
部
働

・
０

・
０
の
意
味
を
、

分
か
り
や
す
く
説
明
せ
よ
。

間
三
　
傍
線
部
てａ＞
を
、

す
べ
て
平
仮
名
で
書
き
下
せ
。

現
代
仮
名
遣
い
で
よ
い
。

問
四
　
傍
線
部
働
を
訳
せ
。
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問
五
　
傍
線
部
＜ｃ＞
に
返
り
点
を
つ
け
よ
。

（送
り
仮
名
は
不
要
。

）
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次
の
文
章
を
読
ん
で
、

後
の
問
い
に
答
え
よ
。

但
し
、

設
間
の
関
係
で
返
り
点

・
送
り
仮
名
を
省
い
た
箇
所
が
あ
る
。

（名
古
屋
大
）

解
答

・
解
説
↓
別
冊
１８４
ぺ
‐
ジ

補
ス

コ
江

戸
ノ

俳

島
一
者
、

必ズ

以
テ

ニ
市

川

白

第
一
晟
孔

巨

撃
一
央
。

白

猿

獣

剰

来
豪

宕
、

衛
↓
氣

義
”
毎

．

規
ニ

其
ノ

門

下
ノ

衆

優

演ズ
”

ヲ
か
、

誘

晟
ぎ

ギ

劇

払

推
二
小

技
卜

一、

亦
夕

不
ル

レ

可
ヵ

↓

以
テ

無
ヵ

”

氣

也

。

見

輩

迂

拙
二
↓
テ

其
ノ

所

レ

晟
皆
廃

備
ノ

属
静
砕
０
守

茸

計

田

義

升
叶
叶
」．衆
唯ゐ
唯トシテ
而
退ク。
白
仇
静
摯
ゴ

甚ダ↓

一

日
卜

・。

衆

皆

憤

怨
シ

、
謀

ル
ニ

託
シ

ォ

事
ェ

殺
サ

↓
卜

ぁ

ど

日

衆

優

協

二

換

二
利

ら

一、

登
リ

レ
易

演
ジ

レ
崩

直
チ
ニ

選

つ

白

廃

一。

凡
ソ

劇

部

演
ズ

理

撃

刺

之

散

義

中、

悉
ク

疑

〕

没

刀
ノ

み

一。

経

白

猿

不
レ
知
≧

利

刀
一。
機

愛

百

出
、

縦

横

角

之
二。

。
剤
‐

例
‐

無‐
ク「

隙‐
ノ「

可‐
キ■

投‐
ズ■

劇
‐

舜
針
明
調
呼

既
ニシテ

而
　
劇
　
認
助

ｏ
引

回

四
劇
側
封

州

到

引

園

衆

優

儀

民
、

問

一　
次
の
傍
線
部
の
読
み
方
を
記
せ

（全
文
平
仮
名
）。

イ
　
傍
線
部
０
　
「角
レ人
」。

回
　
傍
線
部
０
　
「莫
二敢
仰
見
Ｌ
。

問
工
　
傍
線
部
０

「宜
子
槻
者
厭
棄
不
レ願
也
」
を
訳
せ
。

間
三
　
傍
線
部
０

「衆
優
無
二隙
可
レ投
、

辟
易
而
遁
」
を
訳
せ
。

問
四
　
傍
線
部
０

「白
猿
欣
然
、

令
二人
招
二衆
優
Ｌ

を
書
き
下
し
文
に
改
め
よ
。

問
五
　
傍
線
部
０

「事
己
我
露
。

吾
輩
不
レ知
二死
所
一也
」
を
訳
せ
。

相

生口

謎
　
口′、レ
「。
割
「
乱
寸
鋼
判
卦
Ｔ
卦
Ｙ
封
刊
州
押
淵
坪
掛
側
料
Ｙ

砧
Ｆ

廃
な
ぁ

備

伏シｍ

昇

引

州

剣

白

猿

大ィ
ェ

具
ヘニ

酒

鍔

↓

自
ラ

換

孔

一

斑

ヲ

且
ッ

暁

々

之
ェ

ロ
′、

ギ

卿

等
ノ

今

日
ノ

技

術
、

紀

類

逸

享
。

硯
〓

議
ヲ

干

貝

巧

拙

天

淵
、

妊
レ
出ヅ
判

別

手
こご

因リ
テ

具
サ
ェ

問
フ

ニ
其

ノ

所
ヲ

私

峨

焉
。

皆

焼

ァ
畿

不
レ
答

へｆ

研

講

百

方
二〕
テ

始
メ
一Ｊ

首
ス

ニ
其

ノ

島
〓。
白

猿

大ィ
ェ　

笑
と
、

純
々
義
　
ロ
ブ、レ

「
。

不‐
卜

「
鮎
守

我‐
ノ＝

外
コ
和

」
不
三
復

タ

問
′、

二
其

ノ

発
一。
聞

夕

者

吐キ
ゥ
れ
、

肢
二
其

ノ

宏

度
ェ

・。

（菊
池
三
漢

「市
川
白
猿
偉
じ

＊
巨
肇
＝
大
だ
て
物
。

　

豪
宕
＝
豪
放
。

　

憧
惧
＝
恐
れ
る
。　

　
一
飢
Ｈ
枕
は

さ
か
ず
き
。　

研
詰
＝
徹
底
的
に
詰
問
す
る
。　

首
ち一其
費
一Ｈ
首
は
頴
の
意
味
。
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問
六
　
傍
線
部
０

「不
レ負
二我
所
ラ見
」
を
訳
せ
。

問
七
　
白
猿
は
「今
日
技
柄
、

如
レ出
二別
手
こ
と
言
っ
て
い
る
が
、

の
か
。

二
百
年
以
内
で
記
せ
。

何
故
そ
う
な
の
か
。
ま
た
、

白
猿
は
芝
居
を
如
何
に
演
ず
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る




